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【評価機関概要（評価機関記入）】
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3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

1. ほぼ全ての利用者が

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

61
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

1. 毎日ある

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

1. ほぼ全ての利用者の

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php 「愛の家」は、自然が残る郊外の住宅街の中の複合型福祉施設の１階に、１ユニット（定員９名）のグ
ループホームである。手入れの行き届いた花壇や畑を眺めながら玄関に入ると、整理整頓されたリビ
ングルームからは、リハビリの一環として、利用者と職員が体操やゲームを楽しそうに取り組み、生き
生きと自由な暮らしの支援が行われている。毎年行われる避難訓練には地域の方が参加し、保育園
児や高校生の実習生を受け入れたり、地域の行事に利用者と職員が地域の一員として参加し、地域
交流が活発に行われている。管理者と職員は、家族とコミュニケーションを図り、利用者と家族との絆
を大切にして、何でも話し合える関係を築き、深い信頼関係に繋げている。また、協力医療機関の医
師による往診体制と、３人の看護師が協力し、利用者の健康管理は、２４時間安心できる医療体制が
整っている「グループホーム　愛の家」である。

評価機関名  特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

所在地  福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

訪問調査日 平成２９年０５月１７日

所在地 〒824-0036　福岡県行橋市南泉２丁目２８番２号　　　　　℡ 0930-25-3926

自己評価作成日 平成２９年０４月２０日 評価結果確定日 平成２９年０５月２９日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4072600614
入所者・職員ともに生き生きと充実した日々を過ごしている。家族との関わりを積極的にもっている。家族や来所された方に働
いている職員を知っていただき親しみをこめていただけるように職員紹介ボードを玄関に貼っている。毎月たよりを作成（一部
は全体的な行事のこと、もう一部には本人の近況をそれぞれ写真つきでわかりやすく）し家族に送付している。ただしそのたよ
りを目にしていない親しい方にも見ていただけるように、本人の居室にも貼っている。地域との関わり合いを深め四季を感じて
いただくよう、毎月の恒例行事の他にも屋内・屋外レクレーションが非常に充実している。入所者のご家族からは「ここに入所を
決めてよかった」といったありがたいお言葉もいただいている。入所者一人一人に合った支援をするために職員一人一人が努
力を惜しまない。食事を楽しんでいただけるように献立は入所者と一緒に決め、器や盛付も創意工夫をこらし、個々の嗜好や
状態を最大限考慮したものにしている。利用者個々の状態を把握し職員がアイデアを出し合い職員間の連携を図っている。良
い習慣は継続するように常に意識して利用者・職員ともに意識して過ごしている。本人ができることはしていただくことを常に考
え、利用者のペースに合わせるように努めている。ADLなどのレベル低下がみられても住み続けられるように終の棲家を目標
にしている。笑顔が絶えない温かみのある家庭的な雰囲気を持ったグループホームである。

法人名 有限会社　シャローム

事業所名 グループホーム　愛の家

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



次のステップに向けて期待したい内容

外食、買い物など外出の機会も多くし地域とのかかわりを多く持ち
地域の一員として生活している。年二回の避難訓練にも参加して
いただいている。週に数回館内清掃の方が来るのでその時に会
話をしたり、二か月に一度介護相談員の方来て利用者とコミュニ
ケーションをとっている。二階の共生の里（障害者施設）に住んで
いる方とも会えば挨拶をしたり簡単な会話をしたりしている。隣の
有料老人ホーム虹の家とは行事を合同で企画したり利用者・職員
とも積極的にコミュニケーションを図っている。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容
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次のステップに向けて期待したい内容
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次のステップに向けて期待したい内容

本人の訴え時や排泄欲求の言動（そわそわしている等）がみられ
る場合は声掛け・トイレ誘導を行う。個人の排泄パターンをさぐり
出来る限りオムツを使わないように努めている。夜間トイレ迄行く
事が困難な場合は付き添い、自立に向けた支援をしている。夜間
は転倒の危険性も高いので、鈴で職員を呼んだり、ルームシュー
ズに鈴をつけて動いたことがわかるようにしており、事故防止に努
めている。シューズに鈴をつける必要があるかどうかは担当者会
議で話し合うようにし、出来るだけつけないようにはしている（あく
までも本人が拒否しないことが前提である）。布団に鈴をつける場
合もあるが、それもシューズ同様。理解力のある方にはご協力い
ただいて居室の目につく場所に事故防止のための貼り紙をして、

本人にも意識していただいている ｡



次のステップに向けて期待したい内容

バリアフリーでトイレや廊下には手すりがあり、自立できる事
を継続する。歩く事・食堂で食事をする事・トイレで排泄する
事・更衣・口腔ケアを大切にしている。ADLのレベル低下を防
ぐため、一人一人に合ったリハビリ・体操を毎日している。脳ト
レを兼ね、カレンダーの日付を確認している。

お互いの部屋に行ったり、玄関のソファに座り、気の合う人と会話
を楽しむ空間を作りお茶など出し楽しんでもらっている。外へ気軽
に出入りできるようにデッキがあり、自分の好きな場所を見つける
事が出来る。一人一人、慣れた椅子・本人に合った椅子に座って
いただいている。食事の際にはおいしく食べていただくためにも、
座席は基本的にはご本人の希望の場所に座っていただくようにし
ている。常に食べる時の姿勢や体調に合わせた場所・イス・テー
ブルで食べていただくように努めている。

､

､

､

。 ､ ､

､ ､

｡

毎月愛の家だよりを発行しその月の写真を添付し状況を伝えている。二
枚にわけて、一枚は施設全体の内容、もう一枚は本人のことがわかるよ
うな内容にしている。本人の伝えたい事等を手紙で出す場合はできる限
り本人に記していただき困難な場合は代筆している。また届いた手紙を
代読することもある。電話をする際に聞こえづらい時には耳元で通訳をし
ている。携帯電話を持っている方は現在リビングに置いている。以前より
本人が自室に置いており出ないことが多かったため。本人が家族に会い
たいと訴えることも多いのでその旨を家族に伝え、面会促している

自室、トイレはわかりやすいように見やすい場所に大きく表示。玄
関や壁に季節を感じる装飾を作成している。トイレ掃除は日に二
回（汚染の場合はそのつどこまめに掃除している）。排泄後は換
気・消臭剤使用、消毒も行い衛生面にも配慮している。衣類の汚
れがあれば、こまめに更衣していただいている。利用者の安全を
考慮し、使用しない物を置かないよう、整理整頓に努めている。

本人の希望により家族、地域の人と協力をえて望む場所（自
宅、昔過ごした町など）へ外出、外食に出掛けるなど、一人一
人が外出を楽しめるように取り組んでいる。月に二回、職員二
人・利用者二人と一対一で外出している。その他、天候が良
い日は散歩やドライブ、買物、外食に行き、気分転換を図る。
帰宅願望のある利用者は可能な限り、外へ出たりして本人の
気持ちがおだやかになるように支援をしている。

本人が希望した一部の方に関しては自己にて管理していただいている
（ただし、高額はこちらで預かり、家族や本人にも紛失などの危険性も説
明の上、納得していただいてる）それ以外の方は自己管理が難しくなって
いるため、施設が管理している。しかし、買物など行く際には欲しいものを
自分で選んだり、金額を一緒に確認し高い・安いなどの価値観を考えて
いただくようにしている。お金の支払いや受取りは付き添いながら、自分
のできる範囲のことはしていただくようにしている。

ドライブ・散歩・買い物・外気浴・脳トレ・ぬりえ・読書・音楽鑑
賞・ゲーム・体操・新聞たたみ・動物とのふれあい・野菜切りな
どレクレーションを豊富にとりいれている。日常生活の中で出
来る事（洗濯干し・たたみ、茶碗拭き等）を自主性に任せて参
加してもらっている。




